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今号の特集が「都市環境の整備向
上，都市基盤整備」という題目でし
たが，少し目先を変えて「都市圏で
の共用しながらの施工」の苦労話に
スポットを当ててみました。毎日の
通勤途中に良く見かける風景です。

「こんなところで良くやるなあ」「え，
いつの間にココあたらしくなった
の」結果だけでいうと，一瞬「便利
になって良いじゃない」と感じます
が，あっと言う間に日常に埋もれて
行く運命です。業界人としては少々
さびしいですね。

さて，その内情は，報文から読み
取れるように，ほとんど「無理難題」。
多分，実際に担当されている方々は，
胃の痛くなるような思いをしなが
ら，やるしかないと頑張っていると
思われます。そして，なんとかかん
とか完成にこぎつけたという感じで
しょうか。達成感より安堵感の方が
大きそうです。

都市圏のインフラ，ビル類は 40
代 50 代，ちょうど私と同い年ぐら
いが多いと聞いています。もちろん
まだまだ現役ですが，高齢化社会が
加速しているのは，人もインフラも
一緒のようです。それに伴って，共

用しながらのリニューアル，解体，
新設施工が今後さらに増大していく
事でしょう。

共用施工のポイントは，まず計測
技術と管理手法，そして綿密な計画
と実行というところにあると思われ
ます。ある程度今号の報文を集める
前に予想はしていましたが，どの施
工事例も，最新の計測管理技術，手
法が屈指されている事が良くわかり
ました。こういった経験値の積み重
ねが，今後の施工に生かされて行く
はずです。

と，ここまで書いて，朝起きたら
「2020 年東京オリンピック」でした。
やったぜ！　思わず，寝ていた奥様
を起こしてしまいました。様々なご
意見あろうかと思いますが，各々に
とって夢であり，目標であり，責任
でもある新たな未来に向けて，私自
身も少し頑張って見ようかと考えて
います。

これで，今回のテーマである，共
用施工が，都内各所で行われる事は
間違いないです。加えて大突貫工事
となるのも目に見えています。施工
者側としては若干複雑な気分ではあ
ります。

最後になりますが，お忙しい中ご
執筆いただきました皆様には深く御
礼申し上げます。 （京免・川西）

11 月号「建築特集」予告
・新たな解体用車両系建設機械に係る労働安全衛生規則等の改正
・建設施工現場における省エネルギー化推進・低炭素型社会の構築への取組み
・自動搬送システム
・140 m 超高層建物における閉鎖型解体工事「テコレップシステム」　
　　旧グランドプリンスホテル赤坂解体工事への適用
・HSPC 構真柱の開発
・環境配慮型ビル解体工法
・圧着接合による耐震補強技術　移動可能な耐震補強工法
・既存天井の後付け改修用「グリッドサポート構法」の開発
・超高層建造物を実現する，耐震安全性に優れた高張力円形鋼管の開発
・高さ 300 m への挑戦（あべのハルカス）
・加速度センサーを用いたコンクリート打重ね時間管理システムの現場適用
・CFT-R 造を採用した高層複合ビルの施工　
　　CFT-R 造：鉄筋を内蔵したコンクリート充填鋼管構造
・ハイブリッド中間階免震改修（Hy-Retro 構法）の施工
・環境負荷の少ない解体工法「シミズ・クールカット」を開発・実用化
　　SRC 造や RC 造をブロック切断解体

本誌上へ 
の広告は ㈱共栄通信社までお問い合せ下さい。

本社　〒 105-0004　東京都港区新橋 4-24-3（エムエフ新橋 9F）　電話 03-5472-1801　FAX03-5472-1802
　　　建設機械施工係




